
地
球
や
地
域
の
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
が 

個
人
の
幸
福
に
も
つ
な
が
る

 

「
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
」。
最
近
よ
く
耳
に

す
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。「
幸
福
」
や

「
社
会
的
・
経
済
的
・
環
境
的
に
良
い
状
態
」

と
訳
さ
れ
る
言
葉
で
あ
る
。

　

ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
と
聞
く
と
、
個
人
の

幸
福
を
イ
メ
ー
ジ
す
る
人
が
多
い
だ
ろ
う
。

し
か
し
、
実
は「
地
球
や
社
会
や
地
域
や
企

業
の
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
」
も
あ
る
。
地
球

や
社
会
や
地
域
や
企
業
が
良
い
状
態
で
あ
れ

ば
、
所
属
す
る
人
た
ち
も
良
い
状
態
に
な
り

や
す
い
。
地
球
・
社
会
・
地
域
・
企
業
の
ウ

ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
は
、
個
人
の
ウ
ェ
ル
ビ
ー

イ
ン
グ
の
実
現
に
も
つ
な
が
る
の
だ
。

　

最
近
、
地
球
や
地
域
の
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン

グ
が
特
に
注
目
さ
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、

環
境
省
は
２
０
２
４
年
か
ら
始
ま
っ
た「
第

六
次
環
境
基
本
計
画
」
で
、
現
在
及
び
将
来

の
国
民
一
人
一
人
の
生
活
の
質
、
幸
福
度
、

ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
、
経
済
厚
生
の
向
上
の

た
め
に「
循
環
共
生
型
社
会（
自
然
と
共
生

す
る
持
続
可
能
な
経
済
社
会
シ
ス
テ
ム
）」
の

実
現
を
ビ
ジ
ョ
ン
に
掲
げ
て
い
る
。

　

ご
く
簡
単
に
言
え
ば
、
環
境
省
は「
自
然

と
人
間
が
共
生
す
る
循
環
共
生
型
社
会
を
実

現
す
れ
ば
、
地
球
や
地
域
の
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ

ン
グ
が
高
ま
り
、
そ
こ
に
住
む
個
人
の
幸
福

度
も
高
ま
る
」
と
言
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

コ
ク
リ
！
の
最
新
バ
ー
ジ
ョ
ン 

「
地
球
コ
ク
リ
！
」始
動

　

じ
ゃ
ら
ん
リ
サ
ー
チ
セ
ン
タ
ー（
以
下
Ｊ

Ｒ
Ｃ
）
は
２
０
２
０
年
か
ら
、「
地
球
コ
ク

リ
！
」
を
推
進
し
て
い
る
。
２
０
１
１
年
に

始
め
た
コ
ク
リ
！
の
最
新
バ
ー
ジ
ョ
ン
で
あ

る
。
い
く
つ
か
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
並
行
的

に
進
め
て
い
る
が
、
そ
の
１
つ
が「
地
域
の

ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
を
共
創
す
る
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
だ
。
具
体
的
に
は
、
島
根
県
海
士
町

で「
ヒ
ト
・
カ
ネ
・
シ
ゼ
ン
の
循
環
を
促
す

地
域
共
助
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
形
成
」
を
行
っ
た
。

そ
の
内
容
を
詳
し
く
紹
介
す
る
。

ヒ
ト
・
カ
ネ
・
シ
ゼ
ン
の
循
環
を
促
す

「
地
域
共
助
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
」形
成（
島
根
県
海
士
町
）

地
域
の
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
を
共
創
す
る

地
球
コ
ク
リ
！

A
I
ネ
イ
テ
ィ
ブ
、
タ
イ
パ
、〝
好
き
〞の
模
索

10
年
後
の
旅
人

α
世
代
の
感
性
を
探
る

　

日
頃
か
ら
お
世
話
に
な
っ
て
い
る
ク
ラ
イ
ア

ン
ト
の
み
な
さ
ま
に
あ
り
が
と
う
、
読
者
の
み

な
さ
ま
に
あ
り
が
と
う
、
そ
し
て
私
た
ち
に
知

恵
を
提
供
し
て
く
れ
る
す
べ
て
の
み
な
さ
ま
に

あ
り
が
と
う
、
と
い
う
感
謝
の
気
持
ち
を
込
め

て
、こ
の
名
前
を
つ
け
ま
し
た
。ち
な
み
に
、じ
ゃ

ら
ん「jalan

」
も
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
語
で
、「
道
」「
プ

ロ
セ
ス
」
の
意
味
で
す
。「jalan  jalan

」
で
、「
散

歩
す
る
」「
ブ
ラ
ブ
ラ
出
か
け
る
」「
旅
行
す
る
」

な
ど
の
意
味
に
な
り
ま
す
。

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
語
で

「
あ
り
が
と
う
」の
意
。

と
ー
り
ま
か
し

心を動かす、
日本を元気にする
観光・レジャーのプロデューサー
応援情報誌
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地
球
コ
ク
リ
！
が
目
指
す
の
は 

「
地
球
中
心
社
会
」

　

地
球
コ
ク
リ
！
は
、
一
言
で
言
え
ば
、
地

球
中
心
・
生
態
系
全
体
の
コ
・
ク
リ
エ
ー
シ

ョ
ン
研
究
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で
あ
る
。「
循
環

共
生
型
社
会
と
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
を
共
創

す
る
た
め
の
研
究
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
」
と
言
い

換
え
て
も
よ
い
だ
ろ
う
。「
行
き
過
ぎ
て
し

ま
っ
た
人
間
中
心
社
会
か
ら
地
球
中
心
社
会

へ
の
シ
フ
ト
」
を
促
す
こ
と
を
大
き
な
目
的

の
１
つ
に
据
え
て
い
る
。

　

地
球
コ
ク
リ
！
で
は
、
ど
う
し
た
ら
人
間

が
他
の
い
の
ち（
植
物
・
動
物
・
鉱
物
・
自

然
・
地
球
な
ど
）
と
共
創
す
る
社
会
を
創
る

こ
と
が
で
き
る
の
か
を
探
究
し
て
い
る
。
人

間
と
地
球
生
態
系
の
つ
な
が
り
を
取
り
戻
し
、

全
て
の
い
の
ち
が
い
か
さ
れ
あ
い
、
調
和
し
、

共
創
す
る「
地
球
中
心
社
会
」
を
つ
く
り
た

い
と
考
え
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

そ
の
想
い
は
、
世
界
中
の
映
画
祭
で
12
の

賞
を
受
賞
し
た
地
球
コ
ク
リ
！
の
短
編
ア
ニ

メ
映
画「
R
e
‐
m
e
m
b
e
r
」
に
詰
ま
っ

て
い
る
。
ま
た
、
よ
り
詳
し
い
情
報
は
、
地

球
コ
ク
リ
！
サ
イ
ト
に
掲
載
し
て
い
る
。

　

地
球
コ
ク
リ
！
の
代
表
的
な
取
り
組
み
の

１
つ
が
、
今
回
紹
介
す
る
事
例
で
あ
る
。
他

に
も「
日
本
の
精
神
性
を
巡
る
旅
」（
15
ペ
ー

ジ
）
や「
奈
良
コ
ク
リ
！
」「
地
球
コ
ク
リ
！

ア
ー
ト
」
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
を
現
在
並
行
し
て
進
め
て
い
る
。

「
地
域
の
Ｏ
Ｓ
」を
変
容
さ
せ
れ
ば 

地
域
は
ご
ろ
っ
と
変
わ
る

　

地
球
コ
ク
リ
！
で
は
、「
私
た
ち
人
間
が
、

今
、
本
当
に
力
を
発
揮
す
べ
き
こ
と
は
、
な

ん
だ
ろ
う
？
」「
私
た
ち
人
間
が
、
地
球
上
の

あ
ら
ゆ
る
生
命
体
と
共
創
す
る
た
め
に
大
切

な
こ
と
は
、
な
ん
だ
ろ
う
？
」
と
い
う
問
い

の
も
と
、
多
様
な
実
証
研
究
を
行
っ
て
い
る
。

最
も
重
視
す
る
こ
と
の
１
つ
が
、
一
人
ひ
と

り
の「
意
識
・
価
値
観
の
変
容
」
と
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の「
関
係
性
の
変
容
」
で
あ
る
。
ま
と

め
て
い
え
ば
、「
Ｏ※

１

Ｓ
の
変
容
」
だ
。
皆
が

「
感
じ
る
知
性
を
取
り
戻
す
」「
地
球
の
仲
間

だ
っ
た
こ
と
を
思
い
出
す
」「
地
球
に
い
か
さ

れ
て
い
る
と
感
じ
る
」
と
い
っ
た
意
識
・
価

値
観
に
変
わ
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
。

　

今
回
の
よ
う
な
地
域
変
容
の
事
例
で
言
え

ば
、
地
域
の
皆
さ
ん（
特
に
コ
ア
チ
ー
ム
）

の
意
識
と
価
値
観
を
変
え
、
地
域
内
の
人
間

関
係
を
変
え
る
こ
と
で
、
地
域
の
皆
さ
ん
が

自
ら
ま
ち
を
変
え
る「
う
ね
り
」
を
創
る
の

が
、
地
球
コ
ク
リ
！
の
方
法
で
あ
る
。

　

地
域
外
の
専
門
家
な
ど
が
、
ど
れ
だ
け
優

れ
た
地
域
改
革
の
ア
イ
デ
ア
を
用
意
し
て
も
、

そ
こ
に
地
元
住
民
の
想
い
が
反
映
さ
れ
て
い

な
け
れ
ば
、「
絵
に
描
い
た
餅
」
に
な
っ
て
し

ま
い
、
な
か
な
か
形
に
な
ら
な
い
。
た
と
え

形
に
な
っ
た
と
し
て
も
、
ま
ち
の
変
容
が
中

長
期
的
に
継
続
す
る
こ
と
は
な
い
だ
ろ
う
。

　

し
か
し
、
地
球
コ
ク
リ
！
が
目
指
す
よ
う

に
、
地
域
の
皆
さ
ん
の
意
識
・
価
値
観
と
人

間
関
係
が
変
わ
り
、
皆
さ
ん
が
主
体
的
に
、

自
分
た
ち
の
想
い
に
し
た
が
っ
て
ま
ち
を
変

え
て
い
く
よ
う
に
な
れ
ば
、
ま
ち
は
持
続
的

に
変
わ
り
つ
づ
け
る
。
つ
ま
り
、「
地
域
の
Ｏ

Ｓ
」
を
変
容
さ
せ
れ
ば
、
地
域
は
ご
ろ
っ
と

変
わ
り
、
地
域
の
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
を
中

長
期
的
に
高
め
つ
づ
け
ら
れ
る
の
だ
。

地球コクリ！サイト

※コクリ！の場では、お互いにニックネームで呼び合うようにしている。そのため、本記事でもニックネームを使っている。

地域の「公正な移行」は行政と民間が
力を合わせて実現する必要がある

海
士
町
と
は

　

島
根
県
海
士
町
は
、
隠
岐
諸
島
の
１
つ
、

中
ノ
島
の
自
治
体
の
名
前
で
あ
る
。
海
士
町

は
、
地
元
の
高
校
・
隠
岐
島
前
高
校
に
全
国

か
ら
生
徒
を
受
け
入
れ
る「
島
留
学
」
や
、

海
産
物
を
新
鮮
な
ま
ま
に
全
国
へ
届
け
る

「
C
A
S
凍
結
シ
ス
テ
ム
」
な
ど
、
地
域
創
生

に
関
す
る
先
進
的
な
取
り
組
み
を
い
く
つ
も

進
め
て
い
る
こ
と
で
有
名
な
ま
ち
だ
。

　

大
江
和
彦
町
長
は
、
施
政
方
針
で「
ひ
と
の

還
流
」「
暮
ら
し
の
環
境
」「
里
山
・
里
海
の
循

環
」
の
３
つ
の『
か
ん
』
を
掲
げ
て
い
る
。
こ

の
う
ち「
里
山
・
里
海
の
循
環
」
で
は
、
海
と

山
の
循
環
を
よ
り
豊
か
に
す
る
た
め
、
こ
れ

ま
で
活
か
し
き
れ
て
い
な
か
っ
た
地
域
資
源
・

自
然
資
本
に
も
着
目
し
、「
な
い
も
の
は
な
い
」

の
精
神
で
環
境
負
荷
の
低
い
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
普
及
促
進
を
図
り
、
脱
炭
素
の
取

り
組
み
を
積
極
的
に
行
う
こ
と
を
打
ち
出
し

て
い
る
。
こ
の
里
山
・
里
海
の
循
環
と
い
う

考
え
方
は
、
ま
さ
に
循
環
共
生
型
社
会
や
地

球
中
心
社
会
に
通
じ
る
も
の
で
、
地
球
コ
ク

リ
！
と
親
和
性
が
高
い
と
考
え
て
い
る
。

　

今
回
の
里
山
里
海
ぐ
る
ぐ
る
会
議
は
、
こ
う

し
た
海
士
町
の
施
政
方
針
の
も
と
で
始
ま
っ
た

地
域
共
助
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で
あ
る
。

島
の
低
炭
素
化
を
目
指
す 

地
域「
共
助
」コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
開
始

 

「
里
山
里
海
ぐ
る
ぐ
る
会
議（
以
下
、
ぐ
る

ぐ
る
会
議
）」
の
始
ま
り
は
、
２
０
２
２
年
に

遡
る
。
コ
ア
チ
ー
ム
は
、
海
士
町
役
場
の
け

い
す
け
さ
ん（
大
野
佳
祐
さ
ん
／
里
山
里
海

循
環
特
命
担
当
課
長
・
当
時
）
と
ゆ
う
い
ち

ろ
う
さ
ん（
渡
辺
祐
一
郎
さ
ん
／
里
山
里
海

循
環
特
命
担
当
課
主
査
・
当
時
）
だ
。

　

彼
ら
が
ぐ
る
ぐ
る
会
議
を
始
め
た
目
的
は

「
島
の
低
炭
素
化
」
で
あ
る
。
大
江
町
長
の
施

政
方
針
の
も
と
、
２
人
は
島
の
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
を
普
及
促
進
し
た
り
、
Ｅ
Ｖ
化
を

進
め
た
り
し
て
、
里
山
里
海
の
循
環
を
推
進

し
た
い
と
考
え
て
い
た
。
そ
の
た
め
に
公
助

（
行
政
だ
け
）
で
も
自
助（
民
間
だ
け
）
で
も

な
く
、「
共
助（
行
政
＋
民
間
）」
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
を
立
ち
上
げ
た
の
だ（
図
１
）。

　

な
ぜ
共
助
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
か
と
い
え
ば
、

最
大
の
理
由
は「
公
正
な
移
行
」
の
た
め
で

あ
る
。
公
正
な
移
行
と
は
、
誰
一
人
取
り
残

さ
ず
に
低
炭
素
化
を
実
現
す
る
こ
と
だ
。
た

と
え
ば
、
あ
る
地
域
が
自
動
車
の
Ｅ
Ｖ
化
を

進
め
れ
ば
、
当
然
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
の
経

営
は
圧
迫
さ
れ
る
。
こ
の
と
き
、
地
域
が
ガ

ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
と
共
存
し
な
が
ら
Ｅ
Ｖ
化

を
推
進
す
る
の
が
、
公
正
な
移
行
で
あ
る
。

そ
の
た
め
に
は
、
行
政
、
Ｅ
Ｖ
導
入
を
推
進

す
る
会
社
、
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
の
三
者
が

協
力
し
て
Ｅ
Ｖ
化
を
進
め
る
必
要
が
あ
る
。

　

低
炭
素
化
を
進
め
よ
う
と
す
る
と
、
他
の

ビ
ジ
ネ
ス
領
域
で
も
必
ず
同
様
の
壁
に
ぶ
つ

か
る
。
低
炭
素
化
は
、
良
く
も
悪
く
も
地
域

社
会
や
地
域
経
済
の
形
を
変
え
る
取
り
組
み

な
の
だ
。
だ
か
ら
こ
そ
、
行
政
と
民
間
が
力

を
合
わ
せ
る「
地
域
共
助
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
」

が
欠
か
せ
な
い
の
で
あ
る
。

　

な
お
、
け
い
す
け
さ
ん
は
、
町
役
場
で
働

く
一
方
で
、
海
士
町
で
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
導

入
支
援
事
業
や
地
域
の
未
利
用
資
源
活
用
支

援
事
業
を
手
が
け
る
交こ

も

交ご
も

株
式
会
社
と
、
魅

力
的
で
持
続
可
能
な
海
士
町
の
実
現
に
貢
献

す
る
Ａ
Ｍ
Ａ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
株
式
会
社

の
代
表
取
締
役
も
務
め
て
い
る
。
け
い
す
け

さ
ん
自
身
が
、
役
場
と
民
間
の
両
方
の
立
場

に
立
っ
て
い
る
。

島根県海士町

民間
＝

自助

行政
＝

公助

行政＋民間
＝

共助

地球コクリ！短編アニメ映画「Re-member」
ヒトが地球の仲間だったことを、思い出す物語

※1　OSとはオペレーティングシステムの略で、コンピュータやスマートフォンなどを動作させるための基本ソフトウェアのことを指す。
　　  地球コクリ！では、人の意識・価値観・関係性を、仕事や活動や生活をする上でのOSと捉えている。

島
根
県
海
士
町
の
ヒ
ト
・
カ
ネ
・
シ
ゼ
ン
の

循
環
を
促
す「
里
山
里
海
ぐ
る
ぐ
る
会
議
」

人
間
が
他
の
い
の
ち
と
共
創
す
る
社
会
を

ど
う
し
た
ら
創
れ
る
の
か

２
０
２
２
年
か
ら
、
地
球
コ
ク
リ
！
は
島
根
県
海
士
町
で

ヒ
ト
・
カ
ネ
・
シ
ゼ
ン
の
地
域
内
循
環
を
促
す「
地
域
共
助
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
」形
成
の
実
証
実
験
を
行
っ
た
。

彼
ら
の
O
S
の
根
本
的
変
容
を
ス
ト
ー
リ
ー
形
式
で
紹
介
す
る
。

地
球
コ
ク
リ
！
は
、
２
０
１
１
年
に
始
ま
っ
た
コ
ク
リ
！
の
最
新
バ
ー
ジ
ョ
ン
だ
。

全
て
の
い
の
ち
が
い
か
さ
れ
あ
っ
た
地
球
社
会
を
み
ん
な
で
つ
く
り
、「
人
間
中
心
」か
ら「
地
球
中
心
」へ
の
シ
フ
ト
を
促
す

研
究
・
社
会
運
動
で
あ
る
。
今
回
の
実
証
事
例
は
、
地
球
コ
ク
リ
！
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
１
つ
で
あ
る
。

図1  公助・自助・共助の違い

実証実験 とは何か

海士町
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普
段
は
出
て
こ
な
い 

メ
ン
バ
ー
を
あ
え
て
集
め
た

　

地
域
共
助
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
は
、
多
様
な

民
間
メ
ン
バ
ー
が
必
要
だ
。
今
回
の
ぐ
る
ぐ

る
会
議
に
は
、
以
下
の
基
準
で
コ
ア
チ
ー
ム

２
人
も
含
め
13
人
を
集
め
た
。

①
地
域
の
キ
ー
プ
レ
イ
ヤ
ー
で
、
本
人
が
変

化
し
た
と
き
の
影
響
力
が
大
き
い「
レ
バ

レ
ッ
ジ
に
な
る
人
」
を
選
ん
だ
。

②
農
業
・
漁
業
・
畜
産
業
・
林
業
・
ガ
ソ
リ

ン
ス
タ
ン
ド
経
営
・
観
光
・
環
境
・
福
祉
・

起
業
家
・
主
婦
な
ど
、「
多
様
な
職
業
や
立

場
」
の
メ
ン
バ
ー
を
選
ん
だ
。

③
男
性
と
女
性
、
地
元
で
生
ま
れ
育
っ
た
人

と
移
住
者
が
、
い
ず
れ
も「
だ
い
た
い
半

分
ず
つ
」
に
な
る
よ
う
に
選
ん
だ
。

④
多
様
な
意
見
・
情
報
を
集
め
て
地
域
の
総

意
に
近
づ
け
る
た
め「
行
政
に
あ
ま
り
好

意
的
で
な
い
人
」
も
あ
え
て
選
ん
だ
。

⑤
以
上
の
バ
ラ
ン
ス
を
意
図
的
に
作
り
上
げ

る
た
め
、「
あ
え
て
公
募
せ
ず
」
に
コ
ア
チ

ー
ム
が
メ
ン
バ
ー
を
選
定
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
ぐ
る
ぐ
る
会
議
の
メ
ン
バ
ー

は
、
地
元
有
力
企
業
の
社
長
や
自
治
会
長
の

よ
う
な
役
場
主
催
の
会
議
の
常
連
メ
ン
バ
ー

で
は
な
く
、
次
世
代
リ
ー
ダ
ー
層
や
、
今
後

の
ま
ち
の
キ
ー
パ
ー
ソ
ン
な
ど
、
役
場
が
主

催
す
る
会
議
に
は
ま
ず
出
て
こ
な
い
人
た
ち

ば
か
り
が
選
ば
れ
た（
図
２
）。

　

た
と
え
ば
、
み
き
や
さ
ん（
元
吉
実
希
也

さ
ん
／
元
吉
燃
料
）
は
そ
の
１
人
で
あ
る
。

し
か
し
み
き
や
さ
ん
は
、
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン

ド
会
社
の
代
表
者
と
し
て
、
島
の
公
正
な
移

行
に
欠
か
せ
な
い
人
物
で
も
あ
る
。
こ
の
よ

う
な「
島
の
変
容
の
起
点
と
な
る
可
能
性
を

秘
め
た
メ
ン
バ
ー
」
が
一
堂
に
会
し
た
の
で

あ
る
。
メ
ン
バ
ー
の
１
人
・
さ
わ
こ
さ
ん（
石

原
紗
和
子
さ
ん
／
Ａ
Ｍ
Ａ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ

ス
取
締
役
）
は
、「
ま
さ
か
、
こ
ん
な
メ
ン
バ

ー
が
集
ま
る
会
議
と
は
思
っ
て
い
ま
せ
ん
で

し
た
。
最
初
は
何
が
始
ま
る
の
か
と
ド
キ
ド

キ
し
た
の
を
覚
え
て
い
ま
す
」
と
語
っ
た
。

民
間
メ
ン
バ
ー
が
テ
ー
マ
を 

決
め
て
実
行
す
る
側
に
回
っ
た

　

２
０
２
２
年
、
13
人
の
メ
ン
バ
ー
で
ぐ
る

ぐ
る
会
議
が
始
ま
っ
た
。

　

ぐ
る
ぐ
る
会
議
の
大
き
な
特
徴
の
１
つ
は

「
行
政
が
意
思
決
定
を
リ
ー
ド
す
る
一
般
的

な
行
政
主
体
の
会
議
の
あ
り
方
を
止
め
た
」

こ
と
に
あ
る
。
反
対
に
、
民
間
メ
ン
バ
ー
の

ほ
う
が
主
体
的
に
テ
ー
マ
を
決
め
、
具
体
的

な
打
ち
手
を
実
行
す
る
側
に
回
る
よ
う
な
場

に
し
た
の
で
あ
る
。

　

そ
の
際
、
町
役
場
の
け
い
す
け
さ
ん
と
ゆ

う
い
ち
ろ
う
さ
ん
は
、
自
ら
意
思
決
定
す
る

の
で
は
な
く
、「
関
係
性
重
視
の
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
」
で
メ
ン
バ
ー
主
体
を
引
き
出
す
フ
ァ
シ

リ
テ
ー
タ
ー
の
役
割
を
担
っ
た
。
さ
ら
に
会

議
を
定
期
的
な
事
前
計
画
に
沿
っ
て
開
催
す

る
の
で
は
な
く
、
誰
か
が
必
要
だ
と
感
じ
た

と
き
に
随
時
開
催
す
る
こ
と
に
し
た（
表
１
）。

地
球
コ
ク
リ
！
が 

意
識
と
関
係
性
の
変
容
を
支
援
し
た

　

地
球
コ
ク
リ
！
は
、「
島
と
つ
な
が
る
地
球

コ
ク
リ
！
ワ
ー
ク
」
を
は
じ
め
、
ぐ
る
ぐ
る

会
議
メ
ン
バ
ー
の
意
識
・
関
係
性
の
変
容
を

さ
ま
ざ
ま
な
面
か
ら
支
援
し
た（
詳
細
は
左

ペ
ー
ジ
コ
ラ
ム
）。

コ
ア
チ
ー
ム
・
け
い
す
け
さ
ん
の 

変
容
が
島
を
変
え
て
い
る

　

そ
の
結
果
、
海
士
町
に
は
い
く
つ
も
の
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
生
ま
れ
、
さ
ま
ざ
ま
な
変
化

や
変
容
が
起
き
て
い
る
。
ま
ず
大
き
か
っ
た

の
が「
コ
ア
チ
ー
ム
２
人
の
変
容
」
で
あ
る
。

順
に
紹
介
し
て
い
く
。

　

け
い
す
け
さ
ん
は
、
山
の
頂
上
で
行
っ
た

「
五
感
を
開
く
ワ
ー
ク
」
で
、
耳
を
澄
ま
せ
た

と
き
に
波
の
音
が
聴
こ
え
な
か
っ
た
の
だ
と

い
う
。「
ひ※

２

ろ
し
さ
ん
に〝
波
の
音
が
聴
こ
え

ま
す
ね
〞
と
言
わ
れ
、
ま
っ
た
く
聴
こ
え
な

か
っ
た
自
分
に
大
き
な
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
ま

し
た
。
い
か
に
自
分
は
自
然
か
ら
切
り
離
れ

て
生
き
て
き
た
の
か
と
思
い
ま
し
た
。
存
在

す
る
の
に
聴
こ
え
な
い
音
が
あ
る
と
知
り
、

他
に
も
自
分
は
気
づ

い
て
い
な
い
大
切
な

こ
と
が
あ
る
の
か
も

し
れ
な
い
、
と
も
思

う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
」。

　

そ
の
後
、
け
い
す
け
さ
ん
は
ひ
ろ
し
さ
ん

の
ア
ド
バ
イ
ス
に
従
っ
て
、
１
日
１
回
、
家

の
近
所
の
海
辺
に
裸
足
で
立
ち
、
五
感
を
開

い
て
、
島
の
自
然
と
循
環
を
感
じ
る
ワ
ー
ク

を
行
っ
た
。「
山
の
頂
上
で
シ
ョ
ッ
ク
を
受

け
て
か
ら
１
年
半
は
、
こ
の
ワ
ー
ク
を
ほ
ぼ

毎
日
行
い
ま
し
た
」。

　

ワ
ー
ク
を
繰
り
返
す
う
ち
に
、
け
い
す
け

さ
ん
は
目
に
見
え
て
変
わ
っ
て
い
っ
た
。

 

「
五
感
を
開
き
続
け
て
い
た
ら
、
私
は
い
つ

の
間
に
か
変
わ
り
ま
し
た
。
た
と
え
ば
、
そ

れ
以
前
は
会
議
で
は
私
ば
か
り
が
話
し
、
ほ

と
ん
ど
す
べ
て
を
私
が
決
め
て
い
ま
し
た
。

あ
る
と
き
、
私
が
他
の
人
の
発
言
機
会
を
奪

っ
て
い
た
と
気
づ
き
、
発
言
を
意
識
的
に
控

え
る
よ
う
に
し
た
ら
、
他
の
人
た
ち
か
ら
新

た
な
意
見
・
ア
イ
デ
ア
が
出
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
ま
た
、
部
下
を
叱
責
す
る
こ
と
が

劇
的
に
減
り
、
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
部
下
に

任
せ
ら
れ
る
よ
う
に
も
な
り
ま
し
た
。
さ
ら

に
、
自
分
が
周
囲
に
許
容
さ
れ
て
い
る
感
覚

を
持
つ
よ
う
に
な
り
、
自
分
を
よ
く
見
せ
よ

う
と
せ
ず
、
子
ど
も
の
頃
に
近
い
感
覚
で
人

と
関
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
」。

　

先
ほ
ど
も
登
場
し
た
ぐ
る
ぐ
る
会
議
メ
ン

バ
ー
の
１
人
・
さ
わ
こ
さ
ん
は
、
Ａ
Ｍ
Ａ
ホ

　

ぐ
る
ぐ
る
会
議
に
お
い
て
、
地
球
コ
ク
リ
！
は
、

会
議
全
体
の
デ
ザ
イ
ン
、
場
づ
く
り
の
フ
ァ
シ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
、
コ
ア
チ
ー
ム
の
コ
ー
チ
ン
グ
伴
走

支
援
な
ど
を
通
じ
て
、
意
識
・
関
係
性
の
変
容
を

支
援
す
る
役
割
を
担
っ
た
。
地
球
コ
ク
リ
！
の
研

究
パ
ー
ト
ナ
ー
・
ひ
ろ
し
さ
ん（
山※
２

田  

博
さ
ん
） 

と
Ｊ
Ｒ
Ｃ
研
究
員
・
三
田
が
関
わ
っ
た
。

　

地
球
コ
ク
リ
！
で
は
、
地
域
を
支
援
す
る
際
に

「
地
域
古
来
の
聖
地
」を
重
視
し
て
い
る
。
ど
の
地

域
に
も
、
昔
の
人
々
が
大
事
に
し
て
き
た
場
所
が

あ
る
。
山
や
森
や
水
の
要
所
に
祠
が
あ
り
、
祈
ら

れ
、
掃
除
が
さ
れ
、
大
切
に
さ
れ
て
き
た
。
し
か

し
、
そ
う
し
た
場
所
は
忘
れ
ら
れ
て
い
る
こ
と
も

少
な
く
な
い
。
地
球
コ
ク
リ
！
で
は
、
さ
ま
ざ
ま

な
人
に
聞
い
た
り
、
神
社
や
祠
な
ど
の
目
印
を
辿

っ
た
り
し
て
探
し
出
し
、
そ
の
場
所
で
祈
っ
た
後

に
、
土
地
や
自
然
と
つ
な
が
る
ワ
ー
ク
を
す
る
こ

と
が
多
い
。
人
間
の
感
性
を
ひ
ら
き
、
地
域
や
地

球
の
声
に
耳
を
傾
け
る
こ
と
が
で
き
る
か
ら
だ
。

　

今
回
の
事
例
で
は
、
あ
る
山
の
頂
上
に
あ
る
奥

の
院
を
発
見
し
た
。
そ
こ
で
み
ん
な
で
山
頂
に
行

き
、
島
の
全
体
像
を
感
じ
な
が
ら
、
い
く
つ
か
の

ワ
ー
ク
を
実
施
し
た
の
だ
。

 

「
里
山
里
海
の
循
環
を
感
じ
る
ワ
ー
ク
」
で
は
、

山
の
頂
上
か
ら
島
の
自
然
を
見
渡
し
な
が
ら
、
島

の
地
下
水
が
ど
の
よ
う
に
流
れ
て
い
る
か
、
ま
た

雨
に
な
っ
て
山
に
降
る
ま
で
に
ど
の
よ
う
な
循
環

を
し
て
い
る
か
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
が
そ
の
循
環
を

い
か
に
せ
き
止
め
て
い
る
か
、
現
在
の
土
地
が
ど

の
よ
う
な
状
態
に
あ
る
か
を
感
じ
て
も
ら
っ
た
。

　

ま
た「
五
感
を
開
く
ワ
ー
ク
」
で
は
、
山
の
頂

上
で
自
然
の
音
に
耳
を
澄
ま
せ
た
り
、
裸
足
に
な

っ
て
土
を
感
じ
た
り
し
て
も
ら
っ
た
。
さ
ら
に
、

地
球
コ
ク
リ
！
の
対
話
の
場
で
は
円
座
に
な
る
こ

と
が
多
い
の
だ
が
、
あ
る
と
き
に
は
屋
外
で
た
き

火
を
囲
み
な
が
ら
円
座
に
な
っ
た
。

 

「
こ
う
し
た
ワ
ー
ク
に
ど
の
よ
う
な
効
果
が
あ
る

の
か
？
」と
疑
問
に
思
う
人
が
多
い
か
も
し
れ
な

い
が
、
後
述
す
る
よ
う
に
、
こ
の
２
つ
の
ワ
ー
ク

や
、
そ
の
後
の
コ
ー
チ
ン
グ
の
伴
走
支
援
を
経
て
、

け
い
す
け
さ
ん
や
ゆ
う
い
ち
ろ
う
さ
ん
の
意
識
は

明
ら
か
に
変
化
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
ワ
ー
ク
に

は
明
確
な
効
果
が
あ
る
。

※2   山田  博氏　
地球コクリ！研究パートナー 株式
会社森へ創業者／プロ・コーチ／
山伏／武蔵野大学ウェルビーイン
グ学部教授

表1  里山里海ぐるぐる会議の特徴
項目 一般的な行政主体の会議 里山里海ぐるぐる会議

実施場所 固定（会議室など） 流動的（ときに屋外で実施）

リーダーシップ 意思決定重視 関係性重視

メンバーの選び方 各組織長・有識者など 多様なキープレイヤー

事務局の役割 司会・進行 ファシリテーター

外部支援者の役割 解決方法や専門知見を提供 参加者の変容を支援

テーマ 事務局が起案 参加者が主体的に設定

実施期間 期間が決まっている 期間を決めずに継続

実施時期 計画に沿って実施 必要に応じて随時実施

発言の種類 所属や専門性に準じた発言 人としての率直な質問や意見

成果物の方向性 大きな計画や方向性 具体的な打ち手と実行

島の全体像を感じられる山の
上の「聖地」。氏神様の奥の院
があり、近くの集落の人は年
に2回訪れるが、あとの9割が
初めて訪れた。島であっても、
多くの人が存在を知らない聖
地があるものなのだ

耳を澄ますと、これまで聴こえ
てこなかった音が聴こえてく
る。海の音、鳥の声、風の音。
葉っぱが落ちる音が聴こえた
という人もいた

「ぐるぐる会議」の様子。円座
になり、ときにはたき火をしな
がら、関係性を深めていく

コンクリートで固めると、山か
らすれば、口と鼻を塞がれて息
ができなくなったと同じような
もの。ときにはコンクリートで
固めたことが原因で土砂崩れ
が起こることもある

私たちは、日常的にはいつも
「ハードフォーカス（焦点を絞
って凝視）」状態にある。「ソフ
トフォーカス（ぼんやり全体を
眺める）」にすると、広く多くの
ことを受け止められる

裸足になると、大地に直接触
れ、体内に滞留した電気が放
電される（アーシング）。素肌で
自然を感じる

山頂から見ると、いかに海・山・
川・里・田がつながっているか
がわかる。１つが汚れると、他
も汚れていくことが容易に想
像できる

けいすけさん
（大野佳祐さん）

図2  ぐるぐる会議のチーム構成

島
と
つ
な
が
る
地
球
コ
ク
リ
！
ワ
ー
ク 他に8人

（農業・畜産業・林業・観光・環境・福祉・起業家・主婦）
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ん

さ
わ
こ
さ
ん

お
お
く
ぼ
さ
ん
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ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
で
は
け
い
す
け
さ
ん
の
同

僚
な
の
だ
が
、
同
様
の
証
言
を
し
て
い
る
。

「
け
い
す
け
さ
ん
は
、
ぐ
る
ぐ
る
会
議
の
後
、

私
た
ち
が
話
し
出
す
の
を
、
気
長
に
待
っ
て

く
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
私
が
何
か
意

見
や
ア
イ
デ
ア
を
出
し
た
と
き
に
は
、
視
座

を
高
め
る
ア
ド
バ
イ
ス
を
く
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
」。
一
言
で
言
え
ば
、
け
い
す
け

さ
ん
は
、
以
前
よ
り
も
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
が
上

手
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　

そ
し
て
何
よ
り
も
、
け
い
す
け
さ
ん
自
身

が
、
低
炭
素
化
を
目
指
す
活
動
や
自
然
資
本

を
大
切
に
す
る
活
動
に
、
次
々
に
取
り
組
む

よ
う
に
な
っ
た
。
た
と
え
ば
、
後
述
す
る

「
E
V
推
進
協
議
会
」や「
伐
採
木
炭
化
施
策
」

は
、
け
い
す
け
さ
ん
が
率
い
る
交
交
が
関
わ

っ
て
い
る
取
り
組
み
だ
。

　

ま
た
、
け
い
す
け
さ
ん
は
自
分
の
会
社
、

Ａ
Ｍ
Ａ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
の
新
オ
フ
ィ
ス
を
、

海
士
町
の
中
心
地
か
ら
離
れ
た
保ほ

ぼ々

見み

地
区

の
海
辺
に
建
て
た
。「
町
内
の
い
ろ
ん
な
場
所

を
検
討
し
た
の
で
す
が
、
最
終
的
に
は
、
毎

日
波
の
音
が
聴
こ
え
る
こ
の
場
所
に
建
て
た

い
、
と
決
め
ま
し
た
。
ま
ち
の
中
心
地
か
ら

離
れ
た
と
こ
ろ
に
オ
フ
ィ
ス
を
作
る
の
は
か

な
り
珍
し
い
の
で
す
が
、
島
の
自
然
を
日
常

的
に
感
じ
る
上
で
良
か
っ
た
と
思
っ
て
い
ま

す
」（
け
い
す
け
さ
ん
）。

　

さ
ら
に
、
Ａ
Ｍ
Ａ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
は

「
シ
ン
・
ブ
ル
ー
オ
ー
シ
ャ
ン
戦
略
」を
始
め
た
。

こ
れ
は
、
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
の
仕
組
み

を
活
用
し
、
海
の
未
来
を
変
え
る
挑
戦
を
す

る
取
り
組
み
だ
。
第
一
弾
と
し
て
、
海
士
町

近
海
に
お
け
る
藻
場
回
復
実
証
実
験
を
ス
タ

ー
ト
し
た
。

　

実
は
い
ま
、
日
本
周
辺
の
海
域
で
は
、
藻

場
の
消
失
が
進
ん
で
い
る
。
海
士
町
海
域
に

は
ま
だ
藻
場
が
あ
る
が
、
い
つ
ど
う
な
る
か

わ
か
ら
な
い
の
が
現
状
だ
。「
藻
場
は
海
の

生
態
系
を
支
え
る
だ
け
で
な
く
、
C
O
2

を

吸
収
す
る
と
い
う
意
味
で
も
地
球
上
に
必
要

な
も
の
で
す
。
藻
場
を
回
復
す
る
方
法
を
開

発
で
き
れ
ば
、
さ
ま
ざ
ま
な
面
で
環
境
保
全

に
貢
献
で
き
る
と
考
え
て
い
ま
す
」。

　

現
在
は
、
オ
フ
ィ
ス
の
目
の
前
の
保
々
見

湾
に
人
工
礁「
リ
ー
フ
ボ
ー
ル
藻
礁
」
を
沈

め
、
藻
場
を
作
れ
る
か
ど
う
か
を
実
験
し
て

い
る
最
中
で
あ
る
。

 

「
以
前
は
、
地
球
環
境
を
改
善
す
る
必
要
が

あ
る
の
は
知
っ
て
い
ま
し
た
が
、
自
分
の
仕

事
で
は
な
い
と
考
え
て
い
ま
し
た
。

　

し
か
し
い
ま
は
、
自
分
の
周
り
に
あ
る
自

然
資
本
に
着
目
し
、
主
体
的
に
地
球
環
境
を

良
く
し
て
い
こ
う
と
考
え
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
単
に
考
え
る
だ
け
で
な
く
、
実
際
に

シ
ン
・
ブ
ル
ー
オ
ー
シ
ャ
ン
戦
略
や
、
Ｅ
Ｖ

推
進
協
議
会
、
伐
採
木
炭
化
施
策
な
ど
を
実

行
す
る
ま
で
に
な
り
ま
し
た
。

　

そ
の
大
き
な
き
っ
か
け
の
１
つ
が
、
ぐ
る

ぐ
る
会
議
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
あ
り
ま
せ

ん
」（
け
い
す
け
さ
ん
）。

コ
ア
チ
ー
ム
・
ゆ
う
い
ち
ろ
う
さ
ん 

の
変
容
が
島
を
変
え
て
い
る

　

コ
ア
チ
ー
ム
の
も
う
１
人
、
ゆ
う
い
ち
ろ

う
さ
ん
も
明
ら
か
に
変
容
し
て
い
る
。

　

ゆ
う
い
ち
ろ
う
さ
ん
に
と
っ
て
、
山
の
上

で
の「
里
山
里
海
の
循
環
を
感
じ
る
ワ
ー
ク
」

や「
五
感
を
開
く
ワ
ー
ク
」
の
経
験
が
特
に

大
き
か
っ
た
よ
う
だ
。
ワ
ー
ク
の
前
後
で
別

人
の
よ
う
な
顔
を
し
て
い
た
の
だ
。
何
が
あ

っ
た
の
か
を
尋
ね
た
と
こ
ろ
、「
山
を
登
る
と

き
は
、
木
々
が
林
に
し
か
見
え
て
い
ま
せ
ん

で
し
た
。
と
こ
ろ
が
下
り
る
と
き
に
は
、
木

の
一
本
一
本
が
鮮
明
に
見
え
ま
し
た
。
こ
の

状
態
で
会
議
を
し
た
ら
、
質
の
異
な
る
ア
イ

デ
ア
が
出
そ
う
だ
と

思
い
ま
し
た
」
と
答

え
て
く
れ
た
。

　

も
ち
ろ
ん
、
こ
の

ワ
ー
ク
だ
け
で
な
く
、
ぐ
る
ぐ
る
会
議
全
体

を
経
て
、
ゆ
う
い
ち
ろ
う
さ
ん
は
自
他
と
も

に
認
め
る
ほ
ど
の
変
容
を
遂
げ
た
。「
ぐ
る

ぐ
る
会
議
以
前
は
、
会
議
な
ど
の
前
に
は
し

っ
か
り
準
備
し
な
い
と
気
が
済
ま
な
い
タ
イ

プ
で
、
ゴ
ー
ル
を
き
ち
ん
と
設
定
し
、
計
画

的
に
会
議
を
進
め
る
ス
タ
イ
ル
で
し
た
。
と

こ
ろ
が
、
ぐ
る
ぐ
る
会
議
の
後
は
、
ゴ
ー
ル

を
決
め
ず
に
会
議
に
臨
む
ほ
う
が
良
い
結
果

が
出
る
と
感
じ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
ま

た
、
自
分
の
価
値
基
準
が
、
正
し
い
か
ど
う

か
わ
か
ら
な
い
と
思
い
な
が
ら
対
話
す
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
」。

　

さ
わ
こ
さ
ん
は
、
ゆ
う
い
ち
ろ
う
さ
ん
の

変
容
に
つ
い
て
、
こ
う
語
っ
て
く
れ
た
。「
以

前
は
町
役
場
の
真
面
目
な
職
員
さ
ん
と
い
う

感
じ
で
し
た
。
と
こ
ろ
が
い
ま
は
、
以
前
よ

り
も
気
軽
に
相
談
で
き
る
雰
囲
気
が
あ
り
ま

す
。
実
際
に
相
談
し
て
み
る
と
、
守
備
範
囲

が
広
く
、
い
ろ
ん
な
情
報
や
資
料
を
も
ら
え

ま
す
。
ま
だ
固
ま
っ
て
い
な
い
ア
イ
デ
ア
の

相
談
に
も
乗
っ
て
く
れ
る
の
で
す
。
い
ま
で

は
何
か
ア
イ
デ
ア
が
あ
っ
た
ら
、
と
り
あ
え

ず
ゆ
う
い
ち
ろ
う
さ
ん
に
相
談
し
て
み
よ
う

と
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
」。

　

他
方
で
、
ゆ
う
い
ち
ろ
う
さ
ん
の
普
段
の

仕
事
に
も
い
ろ
い
ろ
と
変
化
が
起
き
て
い
る
。

「
普
段
の
町
役
場
の
仕
事
に
も
ぐ
る
ぐ
る
会

議
の
要
素
を
入
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で
、
里
山
・
里
海
の
循
環

を
よ
り
意
識
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
す
。

　

た
と
え
ば
、
私
は
町
営
住
宅
の
建
設
を
担

当
し
て
い
る
の
で
す
が
、
あ
る
町
営
住
宅
を

建
て
た
際
、
駐
車
場
を
未
舗
装
に
し
て
、
代

わ
り
に
石
や
木
材
チ
ッ
プ
を
敷
き
詰
め
ま
し

た
。
な
ぜ
な
ら
、
そ
の
住
宅
が
森
と
海
の
間

の
平
地
に
建
っ
て
い
る
か
ら
で
す
。
ひ
ろ
し

さ
ん
は
里
山
里
海
の
循
環
を
感
じ
る
ワ
ー
ク

で
、
土
地
を
コ
ン
ク
リ
ー
ト
に
し
て
し
ま
う

と
、
水
の
循
環
を
止
め
て
し
ま
う
と
話
し
て

い
ま
し
た
。
そ
こ
は
ま
さ
に
地
下
水
が
山
か

ら
海
に
流
れ
出
る
と
こ
ろ
で
し
た
。
だ
か
ら
、

舗
装
す
る
箇
所
を
で
き
る
だ
け
少
な
く
し
た

の
で
す
」。

　

ま
た
今
後
、
林
業
の
皆
さ
ん
と
畜
産
の
皆

さ
ん
の
話
し
合
い
の
場
を
設
け
、
両
者
が
仲

良
く
使
え
る
林
道
を
創
る
こ
と
も
構
想
し
て

い
る
と
い
う
。
ゆ
う
い
ち
ろ
う
さ
ん
の
変
容

は
、
こ
う
し
て
仕
事
全
体
に
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な

影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

　

な
お
、
コ
ア
チ
ー
ム
に
事
後
ア
ン
ケ
ー
ト

を
取
り
、
地
球
や
他
の
い
の
ち
・
生
態
系
へ

の
想
い
の
向
上
、
五
感
で
感
じ
る
力
の
向
上

を
確
認
し
て
い
る（
図
3
）。

メ
ン
バ
ー
同
士
の 

関
係
性
が
大
き
く
変
化
し
た

　

多
様
な
メ
ン
バ
ー
が
ぐ
る
ぐ
る
会
議
に
集

結
し
た
結
果
、
皆
の
関
係
性
が
大
き
く
変
化

し
た
こ
と
も
特
筆
す
べ
き
こ
と
で
あ
る
。

　

さ
わ
こ
さ
ん
は
こ
う
語
る
。「
私
は
も
と
も

と
島
外
の
人
間
で
、
縁
あ
っ
て
島
に
移
住
し

た
後
、
地
元
の
人
と
結
婚
し
て
い
ま
に
至
り

ま
す
。
で
す
か
ら
、
島
の
人
た
ち
の
多
く
は
、

私
の
こ
と
を『
新
し
く
島
の
一
員
に
な
っ
た

金
髪
の
若
い
女
性
』
く
ら
い
に
し
か
認
識
し

て
い
な
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

た
と
え
ば
、
メ
ン
バ
ー
の
１
人
・
み
き
や

さ
ん
は
、
私
の
夫
の
家
族
の
友
人
で
、
以
前

は
挨
拶
を
す
る
く
ら
い
の
関
係
性
で
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
ぐ
る
ぐ
る
会
議
が
始
ま
っ
て
か

ら
は
、『
あ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
件
は
ど
う
な
り

ま
し
た
？
』
な
ど
と
、
仕
事
の
こ
と
な
ど
に

つ
い
て
い
ろ
い
ろ
と
会
話
を
す
る
よ
う
に
な

っ
た
の
で
す
。
私
に
と
っ
て
、
こ
れ
は
け
っ

こ
う
大
き
な
変
化
で
す
。

　

そ
れ
か
ら
、
漁
師
の
お
お
く
ぼ
さ
ん
は
、

祭
り
な
ど
で
活
躍
す
る
元
気
な
お
兄
さ
ん
と

い
う
印
象
で
し
た
。
ぐ
る
ぐ
る
会
議
で
初
め

て
、
漁
業
や
島
の
こ
と
を
真
剣
に
深
く
考
え

て
い
る
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。
メ
ン
バ
ー
の

ＡＭＡホールディングスの新オフィスは港の目の前に
あり、オフィスからは港と海がキレイに見える

ゆういちろうさん
（渡辺祐一郎さん）

藻場回復実証実験
では、海中に「リー
フボール藻礁」を
沈め、藻場を作れる
かどうかを確かめて
いる最中である

第6章

第7章

新しい町営住宅は、森と
海の間に建っている。そ
のため駐車場を未舗装
にして、石や木材チップ
を敷き詰めた
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印
象
が
こ
の
よ
う
に
そ
れ
ぞ
れ
変
わ
り
ま
し

た
」。

　

み
き
や
さ
ん
も
、
あ
る
メ
ン
バ
ー
と
、
以

前
は
挨
拶
す
る
く
ら
い
の
関
係
性
だ
っ
た
が
、

会
議
後
は
立
ち
話
が
始
ま
る
と
、
30
分
く
ら

い
普
通
に
話
す
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
。
一

般
的
に
、
地
域
で
は
新
た
な
人
間
関
係
を
増

や
し
に
く
い
。
ま
た
、
周
囲
の
人
々
の
新
た

な
一
面
を
発
見
す
る
よ
う
な
こ
と
も
起
き
に

く
い
。
ぐ
る
ぐ
る
会
議
の
よ
う
に
、
地
域
内

に
新
た
な
人
間
関
係
を
構
築
し
、
一
緒
に
な

っ
て
低
炭
素
化
や
自
然
資
本
の
活
用
な
ど
を

話
し
合
う
場
は
貴
重
な
の
だ
。

　

い
ま
名
前
が
出
た
漁
師
で
漁
労
長
の
お
お

く
ぼ
さ
ん（
大
窪
諒
慈
さ
ん
／
飯
古
建
設
定

置
網
事
業
部
）
は
こ
う
語
っ
て
く
れ
た
。

 

「
い
ま
ま
で
、
私
は
有
機
農
業
の〝
ゆ
〞
の
字

も
知
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
島
の
他
業
種
の
知

識
が
い
ろ
い
ろ
と
増
え
ま
し
た
。
反
対
に
漁

師
仲
間
で
は
常
識
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
、

ま
ち
の
人
た
ち
が
知
ら
な
い
こ
と
も
わ
か
り

ま
し
た
。
ぐ
る
ぐ
る
会
議
を
経
て
、
自
分
た

ち
の
知
識
を
も
っ
と
周
囲
に
伝
え
て
い
こ
う

と
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

私
に
と
っ
て
ぐ
る
ぐ
る
会
議
は
、
自
分
の

や
り
た
い
こ
と
を
実
現
す
る
た
め
に
、
前
提

が
違
う
人
を
ど
の
よ
う
に
巻
き
込
め
ば
よ
い

か
を
学
ぶ
成
功
体
験
に
な
り
ま
し
た
。
資
料

を
作
っ
た
り
、
説
明
し
た
り
す
る
能
力
が
明

ら
か
に
高
ま
り
ま
し
た
」。

関
係
性
が
変
わ
っ
た
ら 

物
事
が
次
々
に
動
き
出
し
た

　

こ
の
よ
う
に
関
係
性
が
変
わ
っ
た
ら
、
物

事
が
次
々
に
動
き
出
し
た
。
彼
ら
自
身
が
主

体
的
に
行
動
を
起
こ
し
始
め
た
の
だ
。

　

１
つ
目
に
、
け
い
す
け
さ
ん
の
会
社
・
交

交
で
は
、
行
政
や
島
内
事
業
者
に
Ｅ
Ｖ
を
リ

ー
ス
で
貸
し
出
す「
Ｅ
Ｖ
推
進
協
議
会
」
を

推
進
し
て
い
る（
図
４
）。
み
き
や
さ
ん
の
ガ

ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
会

社
も
共
同
で
出
資
し

て
い
る
。
Ｅ
Ｖ
と
ガ

ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
会

社
の
共
存
共
栄
を
図
っ
て
い
る
の
だ
。

　

Ｅ
Ｖ
の
島
内
人
気
は
高
く
、
２
０
２
５
年

３
月
時
点
で
す
で
に
５
台
を
導
入
し
て
お
り
、

今
後
さ
ら
に
増
え
る
と
い
う
。「
Ｅ
Ｖ
化
が

進
ん
で
も
、
船
や
ト
ラ
ク
タ
ー
な
ど
は
変
わ

ら
ず
石
油
を
使
い
ま
す
。
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン

ド
会
社
は
今
後
も
島
に
欠
か
せ
な
い
存
在
な

の
で
す
。
一
緒
に
低
炭
素
化
を
進
め
て
い
く

こ
と
が
大
切
で
す
」（
け
い
す
け
さ
ん
）。

　

２
つ
目
に
、
町
役
場
と
交
交
は
、
地
元
建

設
業
者
や
地
元
有
志
と
と
も
に「
伐
採
木
炭

化
施
策
」
を
進
め
て
い
る
。

　

い
ま
低
炭
素
化
で
注
目
さ
れ
て
い
る
技
術

の
１
つ
が
、
有
機
物
を
熱
分
解
し
て
炭
に
す

る「
炭
化
装
置
」
だ
。
普
通
に
焼
却
炉
で
焼

却
す
る
と
、
二
酸
化
炭
素
を
空
気
中
に
排
出

し
て
し
ま
う
。
と
こ
ろ
が
、
炭
化
装
置
で
炭

に
す
る
と
、
大
気
中
の
二
酸
化
炭
素
を
炭
化

固
定
で
き
、
二
酸
化
炭
素
を
む
し
ろ
減
ら
せ

る
の
だ
。
し
か
も
、
こ
の
バ
イ
オ
炭
を
土
壌

に
埋
め
る
と
、
Ｊ
-
ク
レ
ジ
ッ
ト
制
度
を
通

し
て
資
金
を
得
る
こ
と
も
で
き
る
。

　

海
士
町
で
は
、
年
間
１
０
０
０
ト
ン
も
の

道
路
伐
採
木
が
出
る
。
こ
れ
ま
で
ゴ
ミ
と
し

て
処
理
し
て
き
た
道
路
伐
採
木
を
炭
化
装
置

で
炭
化
固
定
し
て
、
地
中
に
埋
め
れ
ば
、
二

酸
化
炭
素
排
出
量
を
大
き
く
減
ら
せ
る
。
そ

こ
で
伐
採
木
炭
化
施
策
を
始
め
た
の
だ
。

　

交
交
は
、
以
前
か
ら
炭
化
装
置
に
着
目
し

て
い
た
。
し
か
し
、
道
路
伐
採
木
が
こ
れ
ほ

ど
大
量
に
あ
り
、
ゴ
ミ
と
な
っ
て
い
る
こ
と

は
知
ら
な
か
っ
た
。
ぐ
る
ぐ
る
会
議
で
炭
化

装
置
技
術
と
大
量
の
道
路
伐
採
木
の
情
報
が

つ
な
が
っ
て
、
伐
採
木
炭
化
施
策
を
進
め
る

こ
と
に
な
っ
た
の
だ
。
離
島
は
ゴ
ミ
焼
却
炉

を
自
前
で
持
つ
ほ
か
に
な
く
、
そ
の
能
力
に

限
界
を
抱
え
て
い
る
。
燃
や
す
ゴ
ミ
を
減
ら

す
こ
と
は
、
ま
ち
の
運
営
上
も
メ
リ
ッ
ト
が

大
き
い
。
い
く
つ
も
の
利
益
が
あ
る
施
策
に

な
っ
て
い
る
。

　

３
つ
目
に
、
さ
わ
こ
さ
ん
は
、
海
士
町
役

場
・
新
庁
舎
１
階
の
未
来
共
創
ス
ペ
ー
ス「
し

ゃ
ば
り
ば
」
の
企
画
開
発
を
担
当
し
た
。
さ

わ
こ
さ
ん
は
そ
の
場

所
に
、
旧
庁
舎
の
家

具
や
備
品
、
建
設
会

社
の
廃
材
や
倒
木
な

ど
を
活
用
し
た
リ
メ
イ
ク
家
具
を
設
置
し
た
。

こ
れ
ら
の
家
具
は
住
民
参
加
型
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ
で
製
作
し
た
。

 

「
私
は
以
前
か
ら
、
ゴ
ミ
を
な
く
す
サ
ー
キ

ュ
ラ
ー
デ
ザ
イ
ン
の
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
ぐ
る
ぐ
る
会
議
で
ゴ
ミ
処
理
施
設

の
問
題
を
知
っ
て
、
廃
棄
物
を
活
用
し
た
リ

メ
イ
ク
家
具
の
発
想
に
た
ど
り
着
き
ま
し
た
。

　

し
ゃ
ば
り
ば
は
、
住
民
の
意
見
を
行
政
に

幅
広
く
取
り
入
れ
る
た
め
の
場
、
住
民
同
士

で
さ
ま
ざ
ま
な
交
流
を
行
い
未
来
共
創
を
目

指
す
場
で
す
。
こ
れ
か
ら
数
十
年
に
わ
た
っ
て
、

自
分
の
子
ど
も
世
代
や
孫
世
代
も
使
う
場
所

に
な
る
で
し
ょ
う
。
そ
の
と
き
、
若
い
世
代

に
海
士
町
の
歴
史
を
継
承
す
る
場
に
も
し
た

い
と
思
っ
て
、
リ
メ
イ
ク
家
具
を
置
き
ま
し

た
。
結
果
的
に
多
く
の
住
民
の
協
力
を
得
て
、

ど
こ
に
で
も
あ
る
よ
う
な
ス
ペ
ー
ス
で
は
な

く
、
海
士
町
ら
し
い
場
所
に
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
」。

　

４
つ
目
に
、
お
お
く
ぼ
さ
ん
た
ち
が
中
心

と
な
っ
て「
ぐ
る
ぐ
る
行
商
人
」
と
い
う
活

動
も
行
わ
れ
た
。

　

実
は
、
日
本
に
は
大
量
の「
未
利
用
魚
」

が
あ
る
。
特
に
、
海
士
町
の
よ
う
な
離
島
の

場
合
、
本
土
な
ら
普
通
に
販
売
で
き
る
ア
ジ
、

イ
ワ
シ
、
サ
バ
な
ど
の
魚
も
、
流
通
コ
ス
ト

が
高
い
た
め
に
未
利
用
魚
と
な
っ
て
し
ま
う
。

こ
の
未
利
用
魚
を
島
内
で
販
売
で
き
れ
ば
、

無
駄
や
ゴ
ミ
を
減
ら
す
と
と
も
に
、
地
域
経

済
を
潤
す
こ
と
が
で
き
る
。

　

お
お
く
ぼ
さ
ん
は
、

十
数
年
に
わ
た
っ
て

海
士
町
の
未
利
用
魚

の
販
路
を
作
ろ
う
と

さ
ま
ざ
ま
な
努
力
を
し
て
き
た
が
、
成
功
し

な
か
っ
た
。
お
お
く
ぼ
さ
ん
が
、
ぐ
る
ぐ
る

会
議
で
そ
の
熱
い
想
い
と
悩
み
を
皆
に
打
ち

明
け
た
結
果
、
町
役
場
が「
ぐ
る
ぐ
る
行
商

人
」
を
派
遣
し
、
島
内
の
商
店
や
加
工
業
者

へ
の
流
通
・
販
路
を
開
拓
す
る
試
み
が
行
わ

れ
た
の
で
あ
る
。

　

５
つ
目
に
、
み
き
や
さ
ん
は
い
ま
、
ぐ
る

ぐ
る
会
議
で
知
り
合
っ
た
メ
ン
バ
ー
と
協
力

し
て
、
島
の
高
齢
者
の
生
活
を
支
援
す
る
取

り
組
み
を
始
め
よ
う
と
し
て
い
る
。

　

今
後
、
日
本
は
超
高
齢
化
社
会
に
突
入
す

る
。
そ
の
と
き
、
高
齢
者
支
援
や
地
域
の
助

け
合
い
な
ど
も
、
行
政
だ
け
で
な
く
、
行
政

＋
民
間
の「
共
助
」
で
や
っ
て
い
く
こ
と
に

な
る
だ
ろ
う
。
み
き
や
さ
ん
の
取
り
組
み
は
、

そ
の
先
駆
け
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
。

　

も
ち
ろ
ん
、
ぐ
る
ぐ
る
会
議
の
す
べ
て
が

順
調
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。「
ぐ
る
ぐ
る

会
議
に
よ
っ
て
、
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
現
状
が
明

確
に
な
っ
た
り
、
一
時
的
に
対
立
が
起
き
た

り
も
し
て
い
ま
す
。
当
然
の
こ
と
で
す
が
、

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
新
た
な

問
題
も
生
じ
て
い
ま
す
。
す
べ
て
が
う
ま
く

い
っ
て
い
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か

し
、
そ
う
し
た
こ
と
も
、
長
い
目
で
見
れ
ば

ポ
ジ
テ
ィ
ブ
に
変
わ
っ
て
い
く
は
ず
で
す
」

（
け
い
す
け
さ
ん
）。

　

と
き
に
は
雨
が
降
っ
た
り
、
雷
が
落
ち
た

り
す
る
の
が
自
然
だ
。
循
環
共
生
型
社
会
や

地
球
中
心
社
会
と
は
、
自
然
や
人
間
の
ネ
ガ

テ
ィ
ブ
な
面
と
も
う
ま
く
付
き
合
い
な
が
ら
、

地
域
や
個
人
の
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
を
高
め

て
い
く
社
会
な
の
だ
ろ
う
。

しゃばりばのリメイク家具は住民参加型ワークショップで
製作した

海士町役場１階の未
来共創スペース「し
ゃばりば」には、旧
庁舎の備品をリメイ
クした家具が使われ
ている

みきやさん
（元吉実希也さん）

おおくぼさん
（大窪諒慈さん）

さわこさん
（石原紗和子さん）

第8章

行政 島内事業者

出資ガソリンスタンド各社

中古EV購入
費用

燃料売上に
相当するリース収益

図4  EV推進協議会の仕組み

EV推進協議会
（主にガソリンスタンド会社で構成）

地域内を走る
中古EV車

EV EVリース費用 リース費用

7段階

私は島への愛着が
高い方だ

私は島に生かされて
いると感じている

私は島の一員だと
感じている

私は動植物との
共生は大事だと思う

私は環境意識が
高い方だ

私は地球の一員だと
感じている

私は生きとし生けるものの
幸せを願っている

私は五感で
感じる力が強い方だ

6.0
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5.5
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6.0

4.75
6.25

4.25
5.75

6.0
6.25

5.5
5.75

1
全く

そう思わない 2 3 4 7
とても
そう思う5 6

地元愛は
もともと高く
さらに向上

地球や
他のいのち・
生態系への
想いが向上

五感で感じる
力も向上

出所：じゃらんリサーチセンター「ヒト・カネ・シゼンの地域内
循環を促す地域共助コミュニティ形成研究　振り返り調査」

（n=4）（2024年)

■事前　
■事後

図3  コアチームの変化
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高
い
生
活
の
質
」
を
据
え
ま
し
た
。
国
民
一

人
ひ
と
り
の
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
／
高
い
生

活
の
質
を
実
現
す
る
文
明
・
経
済
社
会
を
目

指
す
こ
と
を
大
目
標
に
据
え
た
わ
け
で
す
。

そ
の
た
め
に
は
、
地
上
資
源
を
基
調
と
し
、

自
然
と
共
生
す
る
持
続
可
能
な
経
済
社
会
シ

ス
テ
ム「
循
環
共
生

型
社
会
」
の
実
現
が

欠
か
せ
ま
せ
ん
。

　

そ
の
実
現
に
は
、

日
本（
地
球
）
で
暮
ら
す
皆
さ
ん
の
意
識
が

変
わ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
特
に
、
森
林
、

土
壌
、
水
、
大
気
、
生
物
資
源
な
ど
、
自
然

に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
る
資
本「
自
然
資
本
」

が
大
事
で
あ
り
、
自
然
資
本
を
維
持
・
回
復
・

充
実
さ
せ
る
こ
と
が「
新
た
な
成
長
」
の
基

盤
に
な
る
こ
と
を
理
解
し
て
も
ら
い
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　

地
球
コ
ク
リ
！
は
、
ま
さ
に
環
境
省
が
目

指
す「
自
然
資
本
を
重
視
す
る
方
向
へ
の
意

環
境
省
の
お
お
く
ら
さ
ん
か
ら
見
て 

「
ぐ
る
ぐ
る
会
議
」は
最
先
端

―
―
環
境
省
の
お
お
く
ら
さ
ん
は
、
地
球
コ

ク
リ
！
の
考
え
方
や
活
動
に
早
期
か
ら
賛
同

し
て
く
れ
て
い
ま
し
た
。
な
ぜ
で
す
か
。�

お
お
く
ら　

一
言
で
言
え
ば
、
地
球
コ
ク
リ

!
が
、
い
ま
の
日
本
社
会
に
必
要
な
こ
と
を

最
先
端
の
手
法
で
実
践
し
て
い
る
か
ら
で
す
。

　

2
0
2
4
年
、
日
本
政
府
は「
第
六
次
環

境
基
本
計
画
」
を
閣
議
決
定
し
ま
し
た（
図

６
）。
環
境
基
本
計
画
は
、
全
環
境
分
野
を

網
羅
す
る
総
元
締
め
計
画
で
す
。
環
境
省
の

先
輩
方
は
、
第
一
次
計
画
か
ら
、
経
済
社
会

シ
ス
テ
ム
、
生
活
様
式
の
変
革
を
迫
っ
て
い

ま
し
た
。
冒
頭
に「
物
質
的
豊
か
さ
の
追
求

に
重
き
を
置
く
こ
れ
ま
で
の
考
え
方
、
大
量

生
産
・
大
量
消
費
・
大
量
廃
棄
型
の
社
会
経

済
活
動
や
生
活
様
式
は
問
い
直
さ
れ
る
べ
き

で
あ
る
」
と
い
う
一
文
を
掲
げ
た
の
で
す
。

　

な
ぜ
な
ら
、「
規
格
大
量
生
産
型
の
工
業
社

会
が
、
人
類
文
明
の
流
れ
に
沿
わ
な
く
な
っ

た
」（
２
０
０
０
年
版
経
済
白
書
）
か
ら
で
す
。

従
来
型
の
経
済
社
会
シ
ス
テ
ム
が
経
済
の
停

滞
や
環
境
問
題
に
つ
な
が
っ
て
い
る
の
で
す
。

　

で
は
、
私
た
ち
は
ど
の
よ
う
な
文
明
・
経

済
社
会
の
あ
り
方
を
目
指
せ
ば
よ
い
の
で
し

ょ
う
か
。
第
六
次
計
画
で
は
、
環
境
政
策
の

最
上
位
の
目
的
に「
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
／

　この図は、今回の実証研究をもとに、次世代型のまちに移行するた
めに必要なステップをまとめたものである。
　この図のスタートは、左下の「種火チームの変容」だ。地域のOS（意
識と関係性）の変容は、種火チーム（今回でいえば、けいすけさんとゆう
いちろうさんのコアチーム）の結成と変容から始まる。次に「島の変容
の起点となるチーム構成」を行う。普段は行政の会議に出てこない多
様なメンバーを招集するのだ。
　招集されたメンバーは、ぐるぐる会議で発言の機会を得て、各自の情
報を開示し、地球コクリ！のワークなどを体験しながら関係構築をして
いく。安心安全な場での本音の会話を何度か繰り返すと、彼らはそのう
ち受容されたと感じる。「受容の成功体験」を得るのだ。

　ここまで進むと、各メンバーが主体的に動き出すようになる。つなが
っていなかった人同士がつながり、対話が起こる。日常的な偶然の出
会いをきっかけに深い会話が始まることもある。そうやって情報が結び
つくことで、たとえば「道路伐採木がこんなに大量にあるなんて知らな
かった」といったことが発見されるのだ。「島に存在していたリソースの
循環」が起こるのである。その結果、プレイヤー同士の共創が始まり、
島の「人の変容」が起こり、「新たな政策や事業」が立ち上がっていく。
　これら一連の活動は、長期的に見れば、さまざまな利害を超えて「島
の願いを聴く」ことにもなっている。住民たちが生態系の循環を感じ、
人間も生態系の一員であることを感じながら、島の「ありたい姿」を叶
える行動をとっている、と考えられるのだ。

まとめ「ぐるぐる共創モデル」

私
た
ち
は
自
然
と
つ
な
が
っ
て

は
じ
め
て
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
を
実
現
で
き
る

環
境
省
の
お
お
く
ら
さ
ん（
大
倉
紀
彰
さ
ん
／
環
境
省 

大
臣
官
房 

地
域
脱
炭
素
政
策
調
整
担
当
参
事
官 

政
策
調
整
官
）、

地
球
コ
ク
リ
！
研
究
パ
ー
ト
ナ
ー
の
ひ
ろ
し
さ
ん（
山
田  

博
さ
ん
）、
海
士
町
の
け
い
す
け
さ
ん（
大
野
佳
祐
さ
ん
）の
３
人
に

ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
や
自
然
資
本
な
ど
に
つ
い
て
楽
し
く
話
し
て
も
ら
っ
た
。　

聴
き
手
／
Ｊ
Ｒ
Ｃ
研
究
員
・
三
田 

愛

図5   ぐるぐる共創モデル（ヒト・カネ・シゼンが循環する事業・政策創出モデル）

図6  第六次環境基本計画

鼎談

鼎談はオンラインで和やかに行われた。なお、おおくらさんは第六次環境基本計画
策定の中心人物の1人

おおくらさん
（大倉紀彰さん）
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識
や
価
値
観
＝
Ｏ
Ｓ
の
変
容
」
を
、
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
レ
ベ
ル
で
起
こ
そ
う
と
し
て

い
ま
す
。
そ
の
点
が
画
期
的
な
の
で
す
。

　

今
後
の
次
世
代
資
本
主
義
シ
ス
テ
ム
は
、

「
政
府
・
市
場
・
国
民（
市
民
社
会
・
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
）
の
健
全
な
ト
ラ
イ
ア
ン
グ
ル
」

が
成
立
す
る
必
要
が
あ
る
と
の
指
摘
が
あ
り

ま
す
。
三
者
が
共
進
化
し
、
健
全
に
機
能
す

る
こ
と
が
、
循
環
共
生
型
社
会
の
実
現
の
重

要
な
土
台
に
な
り
ま
す
。

　

今
回
の「
ぐ
る
ぐ
る
会
議
」
は
、
そ
の
う

ち
の
、
近
年
弱
体
化
し
た
と
指
摘
さ
れ
て
い

る
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
や
市
民
社
会
に
働
き

か
け
る
手
法
と
し
て
最
先
端
で
す
。
特
に

「
島
の
願
い
を
聴
く
」
と
い
う
考
え
方
が
す
ば

ら
し
い
と
感
じ
て
い
ま
す
。

森
で
深
い
経
験
を
す
る
と 

人
は
自
然
に
興
味
を
持
ち
始
め
る

―
―
嬉
し
い
言
葉
を
か
け
て
も
ら
え
ま
し
た
。

ひ
ろ
し
さ
ん
は
ど
う
思
い
ま
す
か
？�

ひ
ろ
し　

全
体
的
に
、
お
お
く
ら
さ
ん
の
お

話
の
と
お
り
だ
と
思
い
ま
す
。
特
に
ウ
ェ
ル

ビ
ー
イ
ン
グ
に
は
自
然
と
の
共
生
が
欠
か
せ

な
い
と
い
う
点
に
強
く
共
感
し
ま
し
た
。

　

本
題
に
入
る
前
に
自
己
紹
介
を
し
ま
す
。

私
の
職
業
は
プ
ロ
・
コ
ー
チ
で
す
。
コ
ー
チ
、

リ
ー
ダ
ー
養
成
の
ト

レ
ー
ナ
ー
と
し
て
も

長
く
働
き
、
Ｃ
Ｔ
Ｉ

ジ
ャ
パ
ン
の
代
表
も

務
め
ま
し
た
。
一
方
で
、
20
年
ほ
ど
前
か
ら

「
森
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」
や「
森
の
リ
ト
リ

ー
ト
」
を
開
催
し
、
多
く
の
人
を
森
に
ガ
イ

ド
し
て
、
森
と
の
対
話
を
促
し
て
き
ま
し
た
。

　

２
０
２
４
年
か
ら
は
武
蔵
野
大
学
ウ
ェ
ル

ビ
ー
イ
ン
グ
学
部
の
教
授
と
し
て
、
大
学
教

育
の
現
場
に
初
め
て
入
り
ま
し
た
。
自
然
と

の
共
生
な
し
に
、
人
間
の
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン

グ
が
成
り
立
つ
こ
と
は
難
し
い
の
で
は
な
い

か
と
い
う
考
え
が
あ
り
、
こ
の
学
部
で
自
然

や
環
境
に
深
く
触
れ
る
体
験
を
創
る
こ
と
が

ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
を
学
ぶ
学
生
た
ち
に
必

要
で
は
な
い
か
と
思
っ
た
か
ら
で
す
。

　

入
学
し
た
て
の
１
年
生
に「
自
然
に
興
味

が
あ
る
人
は
？
」
と
質
問
す
る
と
、
手
を
挙

げ
る
の
は
１
割
く
ら
い
で
す
。
実
は
、
大
人

で
も
や
は
り
１
割
く
ら
い
で
す
。
お
お
く
ら

さ
ん
の
言
う
と
お
り
、
日
本
人
は
自
然
か
ら

離
れ
、
そ
の
大
切
さ
を
感
じ
に
く
く
な
っ
て

し
ま
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

　

都
会
の
人
た
ち
が
、
自
然
環
境
に
関
心
が

な
い
の
は
イ
メ
ー
ジ
ど
お
り
で
し
ょ
う
。
し

か
し
、
地
域
に
自
然
に
興
味
の
あ
る
人
が
多

い
わ
け
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　

今
回
、
私
は
海
士
町
の
皆
さ
ん
と
島
の
象

徴
的
な
山
に
登
り
、「
里
山
里
海
の
循
環
を
感

じ
る
ワ
ー
ク
」
や「
五
感
を
開
く
ワ
ー
ク
」
を

実
施
し
ま
し
た
。
そ
れ
で
感
じ
た
の
は
、
自

然
豊
か
な
海
士
町
で
す
ら
、
多
く
の
人
は
島

の
自
然
を
感
じ
る
力
が
弱
っ
て
い
る
と
い
う

印
象
で
し
た
。

　

私
た
ち
は「
島
の
願
い
を
聴
く
」
と
い
う

コ
ン
セ
プ
ト
を
事
前
に
用
意
し
て
い
ま
し
た

が
、
ワ
ー
ク
の
経
験
か
ら
、
こ
れ
を
最
初
か

ら
前
面
に
出
す
と
、
皆
さ
ん
に
届
か
な
い
よ

う
に
感
じ
ま
し
た
。
そ
こ
で
最
後
に
わ
か
っ

て
も
ら
え
ば
よ
い
、
と
い
う
ス
タ
ン
ス
で
進

め
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

―
―
具
体
的
に
ど
う
進
め
た
の
で
す
か
？

ひ
ろ
し　
「
人
の
行
動
は
知
識
が
増
え
る
だ

け
で
は
変
わ
ら
な
い
」
と
思
い
ま
す
。
地
球

環
境
が
大
変
な
状
況
に
あ
る
こ
と
、
自
然
や

生
態
系
を
守
る
必
要
が
あ
る
こ
と
を
い
く
ら

学
ん
で
も
、
行
動
に
移
す
人
は
め
っ
た
に
い

ま
せ
ん
。
む
し
ろ
危
機
を
煽
る
だ
け
で
は
逆

効
果
で
、
か
え
っ
て
萎
縮
し
て
行
動
が
起
こ

り
に
く
く
な
り
ま
す
。

　

行
動
変
容
を
起
こ
す
に
は
、「
自
然
を
感
じ

る
体
験
を
し
て
も
ら
う
」
こ
と
が
大
切
で
す
。

私
は
多
く
の
人
を
森
に
連
れ
て
い
き
ま
し
た

が
、
森
で
心
身
の
深
い
経
験
を
す
る
と
、
自

然
に
興
味
を
持
ち
始
め
、
そ
の
結
果
、
徐
々

に
行
動
が
変
わ
る
人
は
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　

今
回
も
け
い
す
け
さ
ん
や
ゆ
う
い
ち
ろ
う

さ
ん
は
、
ワ
ー
ク
な
ど
を
通
じ
て
い
ち
早
く

変
容
し
て
い
き
ま
し
た
。
こ
の
変
容
が「
ぐ

る
ぐ
る
会
議
」
に
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
影
響
を
も

た
ら
す
き
っ
か
け
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

経
済
を
ス
ロ
ー
ダ
ウ
ン
で
き
る
の
が 

海
士
町
の
強
み
の
１
つ

―
―
け
い
す
け
さ
ん
、
２
人
の
話
を
聞
い

て
ど
う
思
い
ま
し
た

か
？ 

け
い
す
け　

２
人
か

ら「
ぐ
る
ぐ
る
会
議
」

や
私
た
ち
の
活
動
を
褒
め
て
も
ら
え
る
の
は

嬉
し
い
で
す
。

　

幸
い
な
こ
と
に
、
海
士
町
は
自
然
資
本

（
自
然
環
境
）と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ（
社
会
）が
充

実
し
て
い
ま
す
。
こ
の
２
つ
が
充
実
し
て
い

る
限
り
は
、
少
な
く
と
も
飢
え
て
死
ぬ
こ
と

な
く
、
海
士
町
ら
し
さ
を
保
ち
な
が
ら
生
活

で
き
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

も
ち
ろ
ん
、
ま
ち
の
経
済
を
良
く
す
る
こ

と
は
大
切
で
す
。
し
か
し
、
経
済
の
充
実
を

追
い
求
め
る
あ
ま
り
、
自
然
資
本
と
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
を
毀
損
し
て
は
本
末
転
倒
で
す
。
バ

ラ
ン
ス
に
気
を
つ
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

お
お
く
ら　

本
当
に
そ
の
と
お
り
で
す
。
第

六
次
計
画
で
は
、
フ
ロ
ー（
収
入
・
支
出
）
に

加
え
て「
ス
ト
ッ
ク（
貯
蔵
や
貯
蓄
）の
充
実
」

が
必
須
だ
と
主
張
し
て
い
ま
す
。
ス
ト
ッ
ク

の
充
実
が
、
国
民
の
高
い
生
活
の
質
の
実
現

に
貢
献
す
る
の
で
す
。

　

こ
の
場
合
の
ス
ト
ッ
ク
と
は
、
ま
さ
に
自

然
資
本
で
す
。
け
い
す
け
さ
ん
の
言
う
と
お

り
、
私
た
ち
は
豊
か
な
自
然
資
本
の
貯
蓄
が

あ
る
か
ら
こ
そ
、
豊
か
な
生
活
を
送
れ
る
の

で
す
。
自
然
資
本
を
失
っ
た
ら
、
元
も
子
も

な
い
の
で
す
。
し
か
し
、
そ
う
し
た
感
覚
を

持
っ
て
い
る
人
は
決
し
て
多
く
あ
り
ま
せ
ん
。

け
い
す
け
さ
ん
の
よ
う
に
考
え
る
人
を
増
や

す
こ
と
は
喫
緊
の
課
題
の
１
つ
で
す
。

け
い
す
け　

い
ま
私
の
会
社
で
は
、
隠
岐
の

木
材
を
使
っ
て
、
自
分
た
ち
で
家
を
建
設
す

る
ビ
ジ
ネ
ス
を
構
想
し
て
い
ま
す
。

　

昔
の
海
士
町
に
は
、
木
を
切
る
人
も
、
木

材
に
加
工
す
る
人
も
、
建
築
す
る
大
工
さ
ん

も
十
分
に
い
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
現
在
は
、

島
外
の
プ
レ
カ
ッ
ト
工
場
で
切
り
出
さ
れ
た

家
の
パ
ー
ツ
を
島
に
持
っ
て
き
て
組
み
立
て

る
手
法
が
主
流
に
な
り
、
地
元
の
木
材
加
工

工
場
は
10
年
以
上
前
に
閉
業
し
ま
し
た
。
島

の
大
工
さ
ん
も
少
な
く
な
り
ま
し
た
。

　

同
じ
風
景
を
復
活
さ
せ
る
こ
と
は
難
し
い

で
し
ょ
う
。
で
も
、
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
一
部

活
用
す
れ
ば
、
自
律
分
散
型
で
家
を
建
築
す

る
こ
と
は
十
分
に
可
能
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

も
ち
ろ
ん
、
自
分
た
ち
で
建
築
す
る
の
は
手

間
ひ
ま
が
か
か
り
ま
す
。
で
も
い
ま
は
、
そ
の

ス
ロ
ー
ダ
ウ
ン
こ
そ
が
島
に
と
っ
て
大
事
な
こ

と
で
す
。
若
い
人
た
ち
も
、
こ
う
し
た
こ
と

に
魅
力
を
感
じ
て
く
れ
る
の
で
は
な
い
か
と

考
え
て
い
ま
す
。

人
は
自
然
そ
の
も
の
で
あ
る
こ
と
を 

体
験
的
に
学
ぶ
場
が
も
っ
と
必
要
だ

―
―
自
然
資
本
を
大
切
に
す
る
人
を
増
や
す

に
は
ど
う
し
た
ら
よ
い
の
で
し
ょ
う
か
？

ひ
ろ
し　
「
そ
も
そ
も
人
は
自
然
そ
の
も
の

で
あ
り
、
自
然
か
ら
与
え
ら
れ
る
も
の
で
生

き
て
い
る
こ
と
」「
す
べ
て
の
も
の
が
つ
な
が

っ
て
い
る
こ
と
」
を
体
験
的
に
学
ぶ
場
を
た

く
さ
ん
作
る
と
よ
い
と
思
い
ま
す
。

　

た
と
え
ば
、
学
生
た
ち
を
授
業
で
植
樹
活

動
に
連
れ
て
い
き
、
森
の
保
水
力
や
治
水
力

な
ど
を
よ
く
説
明
し
な
が
ら
植
樹
を
体
験
し

て
も
ら
う
と
、
彼
ら
は
森
が
人
間
の
命
や
生

活
を
支
え
て
い
る
こ
と
を
体
感
的
に
理
解
し

ま
す
。
こ
う
し
た
体
験
が
大
事
な
の
で
す
。

お
お
く
ら　

一
方
で
、
循
環
共
生
型
社
会
を

実
現
す
る
ビ
ジ
ネ
ス
を
増
や
す
こ
と
も
大
切

で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
や
は
り
ビ
ジ
ネ

ス
の
推
進
力
は
強
力
で
す
か
ら
。

ひ
ろ
し　

そ
の
と
お
り
で
す
。
企
業
経
営
者

た
ち
が
自
然
資
本
の
重
要
性
を
腹
の
底
か
ら

理
解
し
、
自
然
資
本
を
健
全
に
す
る
ビ
ジ
ネ

ス
モ
デ
ル
を
構
築
し
た
ら
、
状
況
は
大
き
く

改
善
す
る
と
思
い
ま
す
。

担 当 研 究 員より

「私たち人間が、今、
本当に力を発揮すべきことは、

なんだろう？」

　私は、「人間が、地球上のあらゆるい
のちと共創するために大切なことはな
んだろう？」と考えながら、地球コク
リ！を続けてきた。あるとき、「自然は
回り続けているのに、なぜ人間は経済
を “回す”というのだろう？」という友人
の発言にハッとした。人間以外のい
のちはつながりあっているのに、人間
だけがそこから外れてハーモニーに加
わらず、地球や他のいのちに悪影響を
及ぼしている。人間の本当のお役目は
なんなのだろうか？
　人間が「本領発揮」をするには、自分
たちが地球の仲間だったことを思い出
し、自然や地球とのつながりを取り戻
して同期する必要がある。あらゆるい
のちが仲間だと思えた時に、２次元と
思っていた世界が、３次元、４次元と感
じるような次元の変化が起こる。
　けいすけくんは、海辺での毎日の裸
足ワークを経て、呼吸が深くなったと
いう。昔はとにかく効率とコントロー
ルを重視するタイプで、何か揉め事や
トラブルがあると、すぐに火消ししてい
た。ところがいまは、「ジタバタしても
風はおさまらないから」と言って、自分
の力で無理になんとかしようとしなく
なった。自然や地球とのつながりを取
り戻し始めて、彼は大きく変わったの
だ。このような「OSの変化」が、持続
可能な地域を創る原動力となる。
 「道」の世界や八百万の神に代表される
日本の精神性には、これからの社会に
大切な、深淵な価値観が眠っている。
次の「日本の精神性を巡る旅」研究で
は、近代化で忘れられがちな宝物を再発
見し、地球に向けて発信していきたい。

じゃらんリサーチセンター
研究員
三田 愛
さんだ  あい

「コクリ！プロジェクト」創始者。人材育成・組
織開発を専門とし、集合的ひらめきにより社会
変容を起こす「コ・クリエーション（共創）」研究
者。官公庁での各種委員を歴任。米国CTI認
定コーチ。 けいすけさん

（大野佳祐さん）

ひろしさん
（山田  博さん）

私たちはいま、「日本の精神性を巡る旅」
の研究も進めている。テーマは日常の祈
り。自然に生かされている感覚、食べもの
への感謝、ものや道具への感謝。小さな
ものやディテールへのこだわり。人と神と
自然が相互に関係しあいながら存在して
いること。海外の人たちに向けて、こうし
た日本人のあり方や精神性を感じてもら
う旅をコーディネートしているのだ。この
旅では、ゲストと地域に気づきや変容を
もたらすことを狙い、日本と自国の違いや
今後の世界のあり方について、深い対話
を交わす時間を設けている。この旅の経
験は、帰国後も彼らの暮らしや仕事にポ
ジティブな影響をもたらすことがわかって
きている。さらに私たちは、日本人向けプ
ログラムの用意も進めている。日本人が
日本の精神性を取り戻すことも大切だか
らだ。いずれ成果を詳しく報告したい。
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